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9：00～12：00　シンポジウム プレ企画　京都大学 森里海ポスターセッション by ONLINE

9:00 開会あいさつ／趣旨説明

9:15 要旨説明動画の発表

9:55 前半Aグループ発表／質疑応答

10:45 後半Bグループ発表／質疑応答

11:35 全体講評

11:50 賞の発表／閉会あいさつ

13：00～17：00　高校生と考える未来の風景－守りたいものと変えたいもの－

13:00 開会あいさつ／趣旨説明

13:10 主体発表 パナソニック株式会社／株式会社モンベル／京都大学野生動物研究センター／
株式会社電通／NPO法人りぼん／環境省（発表順）

15:40 パネルディスカッション／質疑応答

17:00 まとめ／閉会

司会・進行　
フィールド科学教育研究センター	 赤石大輔

ファシリテーター　
フィールド科学教育研究センター	 徳地直子
	 舘野隆之輔
	 後藤龍太郎
	 坂野上なお
	 鈴木啓太
野生動物研究センター	 木下こづえ
	 福島誠子

グラフィック・ファシリテーター	 あるがゆう

あいさつ
日本財団海洋事業部	 高階大輔

発表者
パナソニック株式会社	 中田公明
株式会社モンベル	 竹山史朗
野生動物研究センター	 木下こづえ
株式会社電通	 木下さとみ
NPO法人りぼん	 河本昌也
環境省自然環境局	 羽井佐幸宏
琵琶湖環境科学研究センター	 法理樹里

スタッフ・発表者

タイムテーブル

第6回 京都大学・日本財団
森里海シンポジウム 
2021年3月13日（土）
主催	 京都大学森里海連環学教育研究ユニット
共催	 日本財団
	 京都大学フィールド科学教育研究センター
	 京都大学野生動物研究センター
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フィールド科学教育研究センターは、高校と大学とをつなぐ事業を積極的に推進し、
連携高校の研究活動を支援しています。森里海ポスターセッションは、1年間の研究活動の発表の場。

それぞれの地域に寄り添った着眼点から自然を見つめた成果をポスターで発表しました。
ポスターは、（1）研究計画および考察、（2）メッセージ性・パッション、

（3）ポスターのデザイン、（4）森里海連環の説得力の4つの要素について、
センターの教員が採点。それぞれのポスターのすぐれた点を表彰しました。

高校名 ポスタータイトル 賞

福岡県立伝習館高等学校 ニホンウナギの飼育環境におけるクスノキ落葉の役割を追究する　
水槽の環境から見えてきた森里海の繋がりを紡ぎなおすことで持続可能な環境を維持できること

森賞

広島県立広島国泰寺高等学校 海におけるマイクロプラスチック汚染指標の作成 里賞

東京都立八王子東高等学校 多摩川・浅川の台風第19号後の環境・生体の変化から
考察する理想の河川 海賞

和歌山県立海南高等学校 有田川の水質調査
自然と人とのかかわり

オーディエンス賞

愛媛県立西条高等学校 千町（Senjo）が結ぶ新しいコミュニティーの構築 オーディエンス賞

京都府立海洋高等学校 寄生虫から親ナマコを守れ！ 企画賞

京都府立西舞鶴高等学校 夏期実習「地球環境と海の生態系」の調査結果　
ヒメカノコアサリとクモヒトデの関係

企画賞

神奈川県立生田高等学校 オオカナダモを用いた水質改善 企画賞

山口県立徳山高等学校 光に対しての淡水魚の反応 デザイン賞

島根県立津和野高等学校 津和野百景図から読み解く“持続可能な社会” デザイン賞

福岡県立京都高等学校 間伐と環境保全の関わり メッセージ賞

石川県立七尾高等学校 里山ビジネス in Noto メッセージ賞

北海道釧路湖陵高等学校 釧路湿原の環境について メッセージ賞

シンポジウム プレ企画

森里海ポスターセッション
by ONLINE



京都府立海洋高等学校
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京都府立西舞鶴高等学校 理数探究科1年
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和歌山県立海南高等学校
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山口県立徳山高等学校
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東京都立八王子東高等学校
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福岡県立京都高等学校
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福岡県立伝習館高等学校 自然科学部
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神奈川県立生田高等学校 科学部
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広島県立広島国泰寺高等学校 科学部生物班
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愛媛県立西条高等学校
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島根県立津和野高等学校
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石川県立七尾高等学校
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北海道釧路湖陵高等学校
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グラフィック・ファシリテーター●あるがゆう
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自然に遊ぶ、自然に学ぶ
株式会社モンベル 常務取締役 広報本部長 竹山史朗さん
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サーキュラーエコノミーを
目指した素材開発
パナソニック株式会社 マニュファクチャリングソリューションセンター 中田公明さん
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高校生と考える未来の風景
京都大学野生動物研究センター 助教　木下こづえさん
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DENTSU生態系LAB
広告会社の中に生態系ラボ？ 持続可能な社会に向けてできること

株式会社電通　木下さとみさん
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森里海と障害児との間にある障壁について
指定難病罹患児の例

特定非営利活動法人りぼん　河本昌也さん
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森里川海のつながり
生物多様性を守るための新しい取組

環境省 自然環境局自然環境計画課 課長補佐  羽井佐幸宏さん
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高校生×研究者
森里海ラボ（2020年10月31日）の報告 

滋賀県琵琶湖環境科学研究センター 研究員 法理樹里さん

グラフィック・ファシリテーター●あるがゆう

森里海連環学教育研究
ユニット成果集

ビジュアルブック
リサーチマップ

報告書 動画

2019年度
森里海ラボ in 芦生

2020年度
森里海ラボ by ONLINE

ビジュアル
ブック

グラレコの
ようす
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未来、そこにいたい！と思う風景・場所ってどんな感じ？
あなたはそこでどのように暮らしていると思う？
あなたがそこで実現したい、
取り組みたいことはどんなこと？
参加した高校生たちに、
10年後の〈わたし〉の姿を想像してもらいました。

シンポジウムを終えて

2030年の自分を想像してみよう

　午前の「京大 森里海ポスターセッションby ONLINE」では、連携高
校13校から迫力あるポスターが集まりました。まずは、事前に提出の
あった各校3分の要旨説明動画を流し、おおよその内容を把握してから
各高校のブレイクアウトルームに入室しました。各ブレイクアウトルー
ムでは15分の説明、30分間の質疑応答があり、地域を超えた高校生同
士の交流を図ることができました。審査員による厳正な審査の結果、
優秀なポスターに森賞・里賞・海賞、オーディエンスに広く発信した
ポスターにオーディエンス賞、ポスター内容に基づいて企画賞、デザ
イン賞、メッセージ賞を授与しました。
　午後の「第6回京都大学・日本財団森里海シンポジウム」では、「高校
生と考える未来の風景－守りたいものと変えたいもの－」をテーマに、

企業や行政、NPOといった社会の様々な分野における持続可能な社会
に向けた取り組みの発表がありました。それぞれの発表後は質疑応答
があり、新しい取組みとしての工夫や苦労、目標に向けたハードルな
どを参加者全員で共有しました。
　パネルディスカッションには高校生も参加し、SDGsの目標年とさ
れている2030年に向けて守りたいもの、変えたいものについて活発な
議論が展開されました。また、環境問題を他人事から自分事にするた
めにはどうすればよいかといった参加者からの質問に対し、パネリス
トから様々な提案がありました。
　最後にフィールド科学教育研究センター吉岡崇仁教授から本シンポ
ジウムのまとめがあり、閉会となりました。
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第6回 京都大学・日本財団
森里海シンポジウム 報告書

2021年3月31日発行

発　　行　　　京都大学森里海連環学教育研究ユニット
　　　　　　　（フィールド科学教育研究センター）
　　　　　　　〒606-8502 京都市左京区北白川追分町
　　　　　　　Mail cohhojimu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
　　　　　　　URL https://linkagain.kyoto-u.ac.jp/

制作協力　　　京都通信社
デザイン　　　中曽根デザイン
表紙イラスト　河﨑大輝
　　　　　　　（京都芸術大学情報デザイン学科
　　　　　　　イラストレーションコース3回生）
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	01 _タイムテーブル
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